
2．2介護給付に係るサービスの利用者数及びサービス見込み量の推計  

2．2．1施設・介護専用居住系サービス利用者数の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、施設・介護専用居住   

系サーービスを利用する人数を要介護度別に推計してください。  

施設・居1主系サ輝ビス利用者  

要介護吉票定着敷   

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、介護保険施設、地域  

密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、認知症対応型共同生活介護、介護専用型特  

定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、介護専用型以外の特定  

施設入居者生活介護の利用者数を推計してください。   

なお、療養病床から介護保険施設等への転換の影響による利用者数の増加について  

見込んでください。   

また、障害福祉計画で予定されている退院可能精神障害者のうち、介護保険サービ  

スを利用する者を見込んでください。  

参考：第3期介護保険事業計画における施設・介護専用居住系サービスの目標値の設定（参酌標準）  

（1）施設・介護専用居住系サービス利用者の設定  

平成26年度における要介護2以上の認定者数に対して、平成26年度における介護保険施設、地域  

密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、認知症対応型共同生活介護、介護専用型特定施設入居者生活  

介護、地域密着型特定施設入居者生活介護の利用者数の合計の割合が37％以下となる目標値を設定し  

ます。ただし、医療療養病床からの転換分は除きます。  

（2）介護保険施設及び地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の要介護4及び5の利用者の設定  

平成26年度の介護保険施設及び地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の利用者総数に対する   

要介護4及び5の者の割合が70％以上となる目標値を設定します。  
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2．2．2標準的居宅サービス等受給対象者数の推計  

要介護認定者数から施設・居住系サービス利用者数を除いて、標準的居宅サービス   

等受給対象者数を要介護度別に推計してください。  

標
準
的
居
宅
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ス
等
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※標準的居宅サービス等利用者とは、居宅介講（予防）支揺を受けている利用者をいいます。  

標準的居宅サービス等受給対象者触  

各年度の要介護1～5吉票富者敷（介護予防後）  

各年度の要介護1～5の介護保険施設サービス利用者数  

各年度の要介繕ぃ）5の地域密着型介讃老人福祉施喜貴入所者生活介講サービス利用者数  

各年度の要介護1～5の認知症対応型共同生活介護利用者数  

各年度の要介護1～5の特定施設入居者生活介護利用者数  
（介護等用聖特定施設＋介護専用型以外の特定施設）  

各年度の要介護1～5の地域密着型特定施設入居者生活介護利用者数  

（1）標準的居宅サービス等受給対象者数  

施設・居住系サービスを利用しない要介護認定者数をいいます。  

（2）標準的居宅サービス等受給対象者数の推計  

2．1で推計した各年度の要介護認定者数（介護予防後）から要介護度別に、2．2．1で   

推計した介護保険施設サービス利用者数、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介   

護利用者数、認知症対応型共同生活介護利用者数、特定施設入居者生活介護利用者数   

及び地域密着型特定施設入居者生活介護利用者数を減じて得た人数を、各年度の要介   

護度別の標準的居宅サービス等受給対象者数として推計します。  
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2．2．3標準的居宅サービス等受給者数の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等を受給する要介護認定者数を要介護度別に推計してください。  

標
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（1）標準的居宅サービス等受給者数  

居宅介護支援を受給する美人数をいいます。   

（2）標準的居宅サービス等受給率  

2．2．2で推計した標準的居宅サービス等受給対象者数に対する標準的居宅サービス等   

受給者数の割合をいいます。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等受給率の設定イメージ  

平成18年川月の要介講1～5の標準的居宅サービス等受給率  

平成1日年10月の要介護1～5の標準的居宅ワービス等受指音数  

平成18年10月の漂彗的居宅サービス等受給対屡音数  

平成18年10月の  

肇介護1へ・5の喜悪道音数  

平成18年10月の  

専介許1～5の施喜計居ほ黒サービス利用者敷  
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（3）標準的居宅サービス等受給者数の推計   

①標準的居宅サービス等受給率の設定  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等受給率を設定してください。  

地域密着型サービスの増加による新たなサービス利用を見込むとともに、療養病床   

の入院患者が退院した場合の新たなサービス利用を見込んで設定してください。  

②標準的居宅サービス等受給者数の推計   

①で設定した標準的居宅サービス等受給率を2．2．2で推計した各年度の標準的居宅  

サービス等受給対象者数に乗じて得た人数を、各年度の標準的居宅サービス等利用者  

数として推計してください。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等受給者数の推計イメージ  

各年度の要介讃1～5の標準的居宅サービス等利用者数   

二標準的居宅サービス等受給者数  

各年度の要介讃1へ・5の標準的居宅サービス等受給対象者歎  

×至（   H18年10月の要介甜～5の標準的居宅サービス等受給率＋受給率の増加く減少）見込み   ）室  
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2．2．4サービス別標準的居宅サービス等の必要量（年間）の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等の必要量（年間）を要介護度別・サービス別に推計してください。  

（1）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・日数等  

ア サービス別利用率   

標準的居宅サービス等受給者が特定の種類のサービスを利用する割合をいいます。  

イ サービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

特定の種類のサービスの1か月あたりの利用回数・日数等を1か月あたりのサービ   

ス別利用者数で除して得た利用回数・目数等をいいます。  

（2）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・日数等を設定する際の  

留意点  

介護サービスの中の医療系サービス（訪問看護、居宅療養管理指導、訪問リハビリ   

テーション 、適所リハビリテーション、短期入所療養介護）については、現状の給付   

実績から必要な量を見込んでください。また、療養病床の入院者のうち、療養病床再   

編成に伴って自宅等へ戻ることにより、介護保険の医療サービスを利用する分を見込   

んでください。   

地域密着型サービスについては、直近の給付実績だけでなく、各地域の政策的方向   

性も勘案して設定してください。  

（3）標準的居宅サービス等の必要量（年間）の推計   

①サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数■日数等の設定  

サーゼス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・目数等は、平成18年  

10月の実績を参考として設定します。  

②サービスの必要量（年間）の推計   

2．2月で推計した標準的居宅サービス等受給者数に、①で算出したサービス別利用率  

及びサービス別利用者1人あたり利用回数を乗じて得たものを1か月あたりの標準的  

居宅サービス等の必要量として、12（月）を乗じて各年度に必要な量を推計します。  
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（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的居宅サービス等の必要量（年間）の推計イ  
メージ  

ワービス別要介護1～5の標準的居宅ワービス等の必要量（年間）  

各年度の要介護1～5の標準的居宅サービス等受給者数  

名・サービス別利用率   

H18年10月の要介讃1～5のサービス別利用者敷  ヽ  
サービス別利用率の増加  

（減少）見込み   
Hl時1口月の要介護1～5の標準的居宅サービス等受給者紋 ノ  

各サービス忘l脚l用者1人あた軒別用l司致・日数等   

r H18年10月の要介讃1～5のサービス別利用回敬・日掛等 「  ワービス別利用者1人あたリ  
1  

1  

1 ×  
l  

1
し
－
ノ
 
 

＋  利用回数・日数等の増加  

（減少）見込み  L H18年10月の事介紺～5のサービス糾利用者敷  ノ  

× 12 （月）  

l  ■＿■■－■－■■■l■■■－t■■■■■■■■■－・・・■－・・・－■■■・■■■－－－－■・・－・・・・－－－－－■■－■－・－－■■●■・■－■■l■■■■■一－■－■■■■l■■－■■■■■■■■■■■■■■■■－■■－■■  

2．2．5標準的居宅サービス等の供給量（年間）の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的居宅サービス   

等の供給量（年間）を要介護度別・サービス別に推計してください。  

2．2で見込まれる必要量に地域のサービス基盤等を勘案し、地域の実情に応じてサー  

ビス見込み量（供給量）を定めてください。  
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2．3予防給付に係るサービスの利用者数及びサービス見込み量の推計  

2．3．1居住系サービス利用者数の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、居住系サービスを利   

用する人数を要支援度別に推計してください。  

居住系サ職ビス利用者   

l－  r一‥’ 「  

㌔、＼・ヽ′√  

要支援詑迂音数   

また、療養病床から介護予防認知症対応型共同生活介護及び介護予防特定施設入居  

者生活介護への転換の影響による利用者数の増加について見込んでください。  
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2．3．2標準的介護予防サービス等受給対象者数の推計  

要支援認定者数から居住系サービス利用者数を除いて、標準的介護予防サービス等  

受給対象者数を要支援度別に推計してください。  

※捜…竺餌】介護予防サービス等利用者  

要支横言．習憲を受けたか、ワービスを利用しない者  

信
奉
的
介
海
手
防
サ
ー
ビ
ス
等
 
 

受
給
封
最
前
紋
 
 

※標準的介講予防サービス等利用者とは、居宅介讃（予防）支環を受けている利用者をし1います。  

標準的介護予防サービス等受給対象者敵  

各年度の要支揺1■要支環2の認定者削（介讃予防後）  

各年度の要支援l・要支積2の介護予防吉．習知症対応型生活介護利用者数  

各年度の要支揺1・要支援2の介護予防特定施設入居者生活介護利用者数  

（1）標準的介護予防サービス等受給対象者敷  

居住系サービスを利用しない要支援認定者数をいいます。  

（2）標準的介護予防サービス等受給対象者数の推計  

2．1で推計した各年度の要支援認定者数（介護予防後）から要支援度別に、2．3．1で   

推計した介護予防認知症対応型共同生活介護利用者数及び介護予防特定施設入居者生   

活介護利用者数を減じて得た人数を、各年度の要支援度別の標準的介護予防サービス   

等受給対象者数として推計します。  

－114－   



2．3．3標準的介護予防サービス等受給者数の推計  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的介護予防サー  

ビス等を受給する要支援認定者数を要支援度別に推計してください。  

介  
介  

講  

者托 生予  

活防  ※標準的介護予防り・－ビュ等利用者  

介持  

誇定  

利施  

共  
居  

要支接認定を受けたが、サービスを利用しない者   
同  

㌦
 
 

「
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的
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（1）標準的介護予防サービス等受給者数  

介護予防支援を受給する実人数をいいます。  

（2）標準的介護予防サービス等受給者率  

2．3．2で推計した標準的介護予防サービス等受給対象者数に対する標準的介護予防サ   

ービス等受給者数の割合をいいます。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的介護予防サービス等受給率の設定イメージ  

平成1日年川月の要圭嬬1・要支措2の標準的介誠子防サービス等受給率  

平成1日年10月の要支措1・要支積2の標準的介讃予日馬サービス等受給者紋  

平成18年10月の琵準的介護予防サービス等受拓対象者敷  

√平成柑年1〔l月の  

要支環1・要支措2の喜空走者雛  
＼  

平成18年度の  

‾ 要圭頒1・要支頂2の居住黒サ・－ビス利用者紋  

（3）標準的介護予防サービス等受給者数の推計   

①標準的介護予防サービス等受給率の設定  

第3期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的介護予防サー   

ビス等受給率を設定してください。  

地域密着型サービスの利用の増加による新たなサービス利用を見込んで設定してく   

ださい。  
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②標準的介護予防サービス等受給者数の推計   

①で設定した標準的居宅サービス等受給率を2．3．2で推計した各年度の標準的介護  

予防サービス等受給対象者数に乗じて得た人数を、各年度の標準的介護予防サービス  

等受給者数として推計してください。  

（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的介護予防サービス等受給者数の推計イメー   
ジ  

各年度の要真横l・要支持2の標準的介講予βカサービス等利用者覿   

告捺準的介護予防サービス等受給者数  

各年度の要支頂1・要支標2の標準的介講予防サービス等受給珂孟者紋  

（ Hl時10月の要支措1・要支措2の標準的介讃予防サービス等受給率＋受給率の増加（減少）見込み ＝  
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2．3．4サービス別標準的介護予防サービス等の必要量（年間）の推計  

第：i期介護保険事業計画の計画値及び直近の給付実績を基に、標準的介護予防サー   

ビス等の必要量（年間）を要支援度別・サービス別に推計してください。  

（1）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

ア サービス別利用率  

標準的介護予防サービス等受給者が特定の種類のサービスを利用する割合をいいま   

す。  

イ サービス別利用者1人あたり利用回数・日数等   

特定の種類のサービスの1か月あたりの利用回数・日数等を1か月あたりのサービ  

ス別利用者数で除して得た利用回数・目数等をいいます。  

（2）サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり回数・日数等を設定する際の留意  

点  

介護予防サービスの中の医療系サービス（介護予防訪問看護、介護予防居宅療養管   

理指導、介護予防訪問リハビリテーション、介護予防適所リハビリテーション、介護   

予防短期入所療養介護）については、現状の給付実績から必要な量を見込んでくださ   

い。また、療養病床の入院者のうち、療養病床再編成に伴って自宅等へ戻ることによ   

り、介護保険の医療サービスを利用する分を見込んでください。  

地域密着型介護予防サービスについては、平成18年10月及び直近月の実績だけで   

なく、各地域の政策的方向性も勘案して設定してください。  

（3）標準的介護予防サービス等の必要量（年間）の推計  

（Dサービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり回数・日数等の設定  

サービス別利用率及びサービス別利用者1人あたり回数・目数等は、平成18年10   

月の実績を参考として設定します。  

②サービスの必要量（年間）の推計   

2．3．3で推計した標準的介護予防サービス等受給者数に、①で算出したサービス別利  

用率及びサービス別利用者1人あたりの利用回数を乗じて得たものを1か月あたりの  

標準的介護予防サービス等の必要量として、12（月）を乗じて各年度に必要な量を推  

計します。  
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（例）平成18年10月の実績を用いた、標準的介護予防サービス等の必要量（年間）の推  
計イメージ  

ワービス別要支援l・要支援2の標準的介護予防サービス等の必要量（年間）  

各年度の要支援1・要支援2の標準的介護予防ワービス等受給者数  

■－－－－－－■■■－■・－一一－■■■－■■■■－－－－■■－■■■■■－■一■■■■■■■－－■■■■■■－－－■－－■■■■■tt一■t■■■  

l  

各サービス別利用牢   

H18年10月の要支播い要支揺2のサービス別利用者数   「   i
 
 

X
 
 

r
i
 
 

ワービス別利用率の増加  

（減少）見込み  
月
 
 
 

∩
〉
 
 

∧
○
 
 

レ
 
 

の要支揺1・蔓支揺2の‡莞準的介護予防サーピ  

各サービス別利用者1人あたり利用回数・日数害   

r H18年川月の要支揺1・要支捕2のサーヒス別利用国針目数等 ヽ  ワービス別利用者1人あたリ  
l  

】  

l x l  
ヽ
し
・
－
ノ
 
 

＋  利用回数・日数等の増加  

（減少）見込み   H用年度の貢支撞い要支揺2のサーヒス別利用者数  ノ  

× 12 （月）  

2．3．5標準的介護予防サービス等の供給量（年間）の推計  

平成18～20年度は、第3期介護保険事業計画の計画値及び給付実績を基に、標準的   

介護予防サービス等の供給量（年間）を要支援度別・サービス別に推計してください。  

2．2で見込まれる必要量に、地域のサービス基盤等を勘案して、介護予防の推進の観   

点から、サービス見込み量（供給量）を定めてください。  
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2．4総給付真の推計  

平成18～23年度における総給付費をサービス別に推計します。  

（1）施設サービス・居住系サービスの総給付糞  

（例）平成18年10月の実績を用いた、施設サービス・居住系サービスの総給付真の推計   

イメージ  

施設ワービス・居住系ワービス絵絹付妻  

平成18年10月各施喜針居住糸サービスの給付費  各年唐の施設・居住系ワービス利用者数  

（平成18～23年唐）  

平成18年10月各施喜針居住糸サービスの利用者数  

（2）居宅サービス・地域密着型サービスの総給付費  

（例）平成18年10月の実績を用いた、居宅サービス・地域密着型サービスの総給付費の   

推計イメージ  

居宅ワービス・地域密着型ワービス総給付真  

平成18年10月  
各居宅・地域空着型サービスの給付費  各年度の居宅・地域密着型ワービス供給量  

（平成柑～23年唐）  
平成18年10月  

各居宅・地域空書聖サービスの利用回露文・日露女  

（3）介護予防サービス・地域密着型介護予防サービスの総給付費  

（例）平成18年10月の実績を用いた、介護予防サービス・地域密着型介護予防サービス   

の総給付真の推計イメージ  

介護予I坊サービス・地域密着型介護予防ワービス紘給付費  

平丘618年10月  

各介護予防・地域密着型介護予防サーヒス¢）紹何畳  各年度の介讃予β男・地域密着型介諸子防サービス供給量  
（平成柑～23年度〉  

平成用年10月  

竜一介讃予防・地域密着型介護予防サーヒスの利用回教・目数  

○特定福祉用具販売費、住宅改修費、居宅療養管理指導費、特定介護予防福祉用具販売費、小規模  

多機能型居宅介護費、介護予防住宅改修費、介護予防居宅療養管理指導費、介護予防小規模多機能  

型居宅介護費等については別途見込んでください。  
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